


































































































































































































































































































































































































































































ることを望んだ葡萄の房の血（ﾖﾊﾈ 2,7 － 9）である。主の血は二つの様相を
もつ。一つは彼の肉的な血であり，それによってわれわれは滅びから贖われて

































































































て増幅する〉（ｼﾗ 31,29 － 30）。
25.1）それゆえ大方の人々が，祝宴にあってはリラックスすべきであり，ま
アレクサンドリアのクレメンス『パイダゴーゴス』（『訓導者』）第  巻






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































者と同席する場合は，彼らよりも先に手を伸ばすな〉（ｼﾗ 31,16 － 18）。3）食
い意地にあおられて飛び入るようなことは，決してあってはならないし，もっ
アレクサンドリアのクレメンス『パイダゴーゴス』（『訓導者』）第  巻

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































遠ざけよ。腹を満たす欲求と性欲とは，わたしを捉えない〉（ｼﾗ 23,5 － 6）と
述べられる。4）さらには陰謀者たちの悪行を遠ざける必要がある。というのも，
クラテスのペラにのみならず，われわれのポリスにも「愚かな食客，尻を誇る

































































































































































































なた方の父は，それらが必要であることをご存知である〉（ﾙｶ 12,30 － 31；ﾏﾀ
ｲ 6,32 － 33）。もしわれわれが悉く探求者となるのであれば，捜し求めたもの
を放縦に消尽するのではなく，真理の発見のために灯そうではないか。主は言
われる。〈神の王国を捜し求めよ。食料はそれに添えてあなた方に与えられる〉





























































































































― 全訳 ― 
関してダビデを通じ，次のように奏でている。〈諸国の王女たちは，あなたへ
の敬意のうちにあなたを讃える。王女はあなたの右手にあって，黄金の衣と金







































































































































































































































































































































る価値がある〉（箴言 3,13 － 15）。これこそ真なる装飾である。3）しか
るに女性の両耳は，本性上，イヤリングや耳輪を付けるために傷つけられ
てはならない。本性に対して，望むことのために強いることは許されず，
両耳の装飾として，聴覚のレベルにまで降りてこられた方が，真なる教え
を告げるために通る以上のものはない。4）両目は御言葉に彩られ，両耳
は，感覚まで貫かれて神の言葉を聴き聖なるものを見るために備えられて
いる。つまり御言葉は本当に，真なる美，すなわちそれ以前には〈目が見
たことも，耳が聞いたこともなかったもの〉（1 ｺﾘﾝﾄ 2,9）を示しているの
である。
